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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第３期

中間連結会計期間
第４期

中間連結会計期間
第３期

会計期間
自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2023年４月１日
至2024年３月31日

売上高 （百万円） 31,648 32,371 62,843

経常利益 （百万円） 3,096 3,312 6,522

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 4,129 2,560 7,545

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 4,251 2,745 8,127

純資産額 （百万円） 58,621 64,192 61,930

総資産額 （百万円） 91,920 88,263 90,745

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 145.93 90.36 266.51

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.8 72.7 68.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 3,097 1,159 1,486

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 1,382 △1,783 1,706

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,539 △2,406 △3,943

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 19,446 13,705 16,738

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

あすか製薬ホールディングス株式会社(E35791)

半期報告書

 2/20



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　2021年度からスタートした当社中期経営計画では、これまで築いてきた基盤を発展させ、当社グループが目指す

「スペシャリティファーマを基盤としたトータルヘルスケアカンパニー」の実現にむけて、本中計期間の最終年度に

あたる2025年度目標である売上高700億円、営業利益率８％、自己資本当期純利益率（ROE）８％の達成に取り組んで

おります。

 

　（１） 経営成績

当中間連結会計期間においては、経済活動の回復が進む一方、不安定な世界情勢や原材料・資源価格の上昇など、

先行き不透明な状況が続いております。また当社グループの中核を占める医療用医薬品事業においては、毎年の薬価

改定の影響もあり厳しい事業環境が継続しておりますが、当社グループの事業は医療用医薬品事業や動物用医薬品事

業の伸長等により、売上高は前年同期から722百万円の増収となる32,371百万円（前年同期比2.3％増）となりまし

た。また利益面においては、研究開発費等費用の増加はあったものの原価改善が進んだこと等から、営業利益は

3,345百万円（同9.5％増）、経常利益は3,312百万円（同7.0％増）と前年同期を上回る結果となりました。一方で親

会社株主に帰属する中間純利益については、前年に特別利益として投資有価証券売却益を計上したことの反動によ

り、前年同期から1,569百万円下回る2,560百万円（同38.0％減）となりました。

 

 当中間連結会計期間における当社経営成績は以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（百万円）

当中間連結会計期間

（百万円）

増減額

（百万円）

増減率

（％）

売上高 31,648 32,371 722 2.3％

営業利益 3,055 3,345 290 9.5％

経常利益 3,096 3,312 216 7.0％

親会社株主に帰属する

中間純利益
4,129 2,560 △1,569 △38.0％

 

 

セグメント業績は次のとおりであります。

 

① 医薬品事業

　内科、産婦人科、泌尿器科の３分野に注力している医薬品事業は、毎年の薬価改定の影響を受けつつも全般的に

堅調に推移しました。製品別にみると、産婦人科領域において子宮筋腫・子宮内膜症治療剤「レルミナ」が5,413百

万円（前年同期比4.4％増）と順調に伸長したほか、月経困難症治療剤「ドロエチ」が3,589百万円（同23.3％増）

と前年に続き大きく増加しました。さらに内科領域の主力品である甲状腺ホルモン製剤「チラーヂン」が4,052百万

円（同1.3％増）、難吸収性リファマイシン系抗菌薬「リフキシマ」も3,227百万円（同7.7％増）と着実に伸長しま

した。泌尿器科領域ではLH-RH誘導体マイクロカプセル型徐放性製剤「リュープロレリン」が2,037百万円（同

12.2％減）となりました。

　以上の結果、セグメント売上高は28,617百万円（同0.7％増）、セグメント利益は3,825百万円（同4.6％増）とな

りました。

 

② アニマルヘルス事業

　動物用医薬品、飼料添加物等の製品を販売しているアニマルヘルス事業においては、飼料添加物やコンパニオン

アニマル用医薬品を中心に売上高は3,640百万円（前年同期比15.1％増）と前年を大きく上回りました。また増収

に伴い、セグメント利益は177百万円（同293.8％増）となりました。
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③ その他事業

　臨床検査、医療機器等の事業を展開しているその他事業については、売上高は113百万円（前年同期比39.9％

増）、セグメント損失は４百万円（前年同期は61百万円の損失）となりました。

 

（２） 財政状態

（資産）

　当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2,481百万円減少し、88,263百万円となり

ました。これは主に、原材料及び貯蔵品および有形固定資産が増加したものの、有価証券および現金及び預金が

減少したためであります。

 

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ4,744百万円減少し、24,070百万円とな

りました。これは主に、固定負債のその他が増加したものの、未払法人税等、短期借入金および長期借入金が減

少したためであります。

 

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,262百万円増加し、64,192百万円と

なりました。これは、親会社株主に帰属する中間純利益の計上による利益剰余金の増加によるものであります。

その結果、自己資本比率は前連結会計年度末から4.5ポイント上昇し72.7％となっております。

 

（キャッシュ・フローの状況）

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末に

比べ3,033百万円減少し、13,705百万円となりました。

 

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は、1,159百万円（前年同期は3,097百万円の増加）となりました。これは主に、

法人税等の支払や仕入債務の減少はありましたが、税金等調整前中間純利益および減価償却費の計上によるもの

であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は、1,783百万円（前年同期は1,382百万円の増加）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は、2,406百万円（前年同期は2,539百万円の減少）となりました。これは主に、

長期借入金の返済によるものであります。

 
　（４） 優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

　（５） 研究開発活動

　当中間連結会計期間における研究開発費総額は、3,093百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発
行数（株）
（2024年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年11月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,563,199 30,563,199
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 30,563,199 30,563,199 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額
（百万円）

資本金残高

（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 30,563,199 － 1,197 － 844
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（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号

赤坂インターシティＡＩＲ
2,963 10.44

武田薬品工業株式会社 大阪市中央区道修町４丁目１－１ 2,204 7.77

ゼリア新薬工業株式会社 東京都中央区日本橋小舟町10番11号 1,877 6.62

NIPPON ACTIVE VALUE FUND PLC

（常任代理人 香港上海銀行東京支店）

1ST FLOOR,SENATOR HOUSE,85 QUEEN

VICTORIA STREET,LONDON,EC4V 4AB

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

1,658 5.84

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 1,347 4.74

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 1,100 3.87

山口隆 横浜市港北区 803 2.83

株式会社ヤマグチ
東京都港区三田３丁目１番10号

三田マルハチビル６Ｆ
579 2.04

NAVF SELECT LLC

（常任代理人 香港上海銀行東京支店）

251 LITTLE FALLS

DR,WILMINGTON,DE,USA,19808

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

553 1.95

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY

505103

（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済

営業部）

ONE CONGRESS STREET,SUITE1,

BOSTON,MASSACHUSETTS

（東京都港区港南２丁目１５－１

　品川インターシティＡ棟）

539 1.90

計 － 13,628 48.04

（注）１．当社は、自己株式を2,197,395株保有していますが、上記大株主からは除外しております。

２．2024年9月18日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書に関する変更報告書において、ニッポン・アク

ティブ・バリュー・ファンド（NIPPON ACTIVE VALUE FUND PLC）及びその共同保有者であるエヌエーブイエ

フ・セレクト・エルエルシー（NAVF Select LLC）及びダルトン・インベストメンツ・インク（Dalton

Investments,Inc.）が2024年9月10日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているものの、

当社として当中間会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含

めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

ニッポン・アクティブ・バ

リュー・ファンド（NIPPON

ACTIVE VALUE FUND PLC）

イギリス連合王国ロンドン市ロンドン

ウォール125番地6階
1,631,400 5.34

エヌエーブイエフ・セレク

ト・エルエルシー

(NAVF Select LLC)

アメリカ合衆国デラウェア州ニュー

キャッスル・カウンティ、ウィルミン

トン、リトルフォールドライブ251

512,900 1.68

ダルトン・インベストメン

ツ・インク

(Dalton Investments,Inc.)

米国ネバダ州89117、ラスベガス市、

ウエストサハラアベニュー9440スイー

ト215

1,155,600 3.78
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,197,300 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 28,343,800 283,438 同上

単元未満株式 普通株式 22,099 － －

発行済株式総数  30,563,199 － －

総株主の議決権  － 283,438 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株1,000株（議決権の数10個）が含ま

れております。

 

 

②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

あすか製薬ホール

ディングス株式会社

東京都港区芝浦

２丁目５－１
2,197,300 － 2,197,300 7.18

計 － 2,197,300 － 2,197,300 7.18

 

２【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、清陽監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,738 12,705

売掛金 15,579 15,591

有価証券 3,500 1,000

商品及び製品 12,578 11,697

仕掛品 466 590

原材料及び貯蔵品 7,358 8,440

その他 2,922 2,421

流動資産合計 56,143 52,445

固定資産   

有形固定資産 11,263 12,333

無形固定資産 2,877 3,175

投資その他の資産   

投資有価証券 15,654 16,123

その他 4,823 4,203

貸倒引当金 △17 △17

投資その他の資産合計 20,461 20,309

固定資産合計 34,601 35,817

資産合計 90,745 88,263

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,060 3,320

電子記録債務 3,295 2,446

短期借入金 4,980 3,980

未払法人税等 2,896 729

賞与引当金 1,151 1,167

その他の引当金 74 －

その他 7,509 6,958

流動負債合計 23,968 18,602

固定負債   

長期借入金 4,505 3,665

退職給付に係る負債 － 21

その他 341 1,782

固定負債合計 4,846 5,468

負債合計 28,815 24,070

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,197 1,197

資本剰余金 1,848 1,883

利益剰余金 56,372 58,365

自己株式 △3,287 △3,239

株主資本合計 56,130 58,207

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,790 4,676

為替換算調整勘定 424 755

退職給付に係る調整累計額 584 552

その他の包括利益累計額合計 5,799 5,985

純資産合計 61,930 64,192

負債純資産合計 90,745 88,263
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 31,648 32,371

売上原価 16,461 16,463

売上総利益 15,186 15,907

販売費及び一般管理費 ※ 12,130 ※ 12,561

営業利益 3,055 3,345

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 187 148

その他 34 55

営業外収益合計 224 204

営業外費用   

支払利息 21 22

固定資産処分損 3 101

その他 158 113

営業外費用合計 183 238

経常利益 3,096 3,312

特別利益   

投資有価証券売却益 2,314 －

特別利益合計 2,314 －

税金等調整前中間純利益 5,410 3,312

法人税、住民税及び事業税 1,424 602

法人税等調整額 △143 150

法人税等合計 1,280 752

中間純利益 4,129 2,560

親会社株主に帰属する中間純利益 4,129 2,560
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益 4,129 2,560

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △134 △115

退職給付に係る調整額 △15 △32

持分法適用会社に対する持分相当額 271 333

その他の包括利益合計 121 185

中間包括利益 4,251 2,745

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 4,251 2,745
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 5,410 3,312

減価償却費 1,376 1,069

退職給付に係る資産負債の増減額 130 80

受取利息及び受取配当金 △189 △149

支払利息 21 22

投資有価証券売却損益（△は益） △2,314 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,137 △8

棚卸資産の増減額（△は増加） △899 △326

仕入債務の増減額（△は減少） 1,586 △1,588

その他 719 1,005

小計 3,703 3,418

利息及び配当金の受取額 189 146

利息の支払額 △21 △22

法人税等の支払額 △774 △2,381

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,097 1,159

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 － 500

有価証券の取得による支出 △500 －

有形固定資産の取得による支出 △639 △1,560

無形固定資産の取得による支出 △46 △418

投資有価証券の取得による支出 △299 －

投資有価証券の売却による収入 2,883 －

その他 △14 △303

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,382 △1,783

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △2,298 △1,840

自己株式の増減額（△は増加） 9 △0

配当金の支払額 △226 △566

その他 △24 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,539 △2,406

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,940 △3,033

現金及び現金同等物の期首残高 17,505 16,738

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 19,446 ※ 13,705
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【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

１　保証債務

次の関係会社について、金融機関からの借入金に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

Ha Tay Pharmaceutical Joint Stock Company 1,299百万円 647百万円

 (212,970百万VND) (110,757百万VND)

(注）外貨建保証債務は期末日現在の為替レートで円換算しております。

 

２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取引金融機関とコミットメントライン契約を締結しておりま

す。この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

コミットメントライン契約の総額 3,000百万円 3,000百万円

借入実行残高 300 300

　差引額 2,700 2,700

 

（中間連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

給料手当・賞与 1,669百万円 1,746百万円

賞与引当金繰入額 787 807

退職給付費用 194 144

運送保管料 3,199 3,209

研究開発費 2,410 3,093

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

現金及び預金勘定 17,446百万円 12,705百万円

取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来す

る有価証券
2,000 1,000

現金及び現金同等物 19,446 13,705
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　　　１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月27日

定時株主総会
普通株式 226 8 2023年３月31日 2023年６月28日 利益剰余金

　（注）配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託に対する配当金０百万円を含めております。

 

　　　２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月６日

取締役会
普通株式 566 20 2023年９月30日 2023年11月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

　　　１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月25日

定時株主総会
普通株式 566 20 2024年３月31日 2024年６月26日 利益剰余金

 

　　　２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年11月５日

取締役会
普通株式 709 25 2024年９月30日 2024年11月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年４月１日 至2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
 計上額　　
（注）３

 医薬品事業
アニマル
ヘルス事業

売上高       

外部顧客への売上高 28,404 3,162 80 31,648 － 31,648

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 27 27 △27 －

計 28,404 3,162 108 31,675 △27 31,648

セグメント利益又は

損失(△)
3,658 44 △61 3,641 △585 3,055

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、臨床検査および医療機

器等の事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△585百万円は、各事業セグメントに配分していない全社費用

であり、主に持株会社である親会社に係る費用であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年４月１日 至2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

中間連結
損益計算書
 計上額　　
（注）３

 医薬品事業
アニマル
ヘルス事業

売上高       

外部顧客への売上高 28,617 3,640 113 32,371 － 32,371

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 38 38 △38 －

計 28,617 3,640 151 32,409 △38 32,371

セグメント利益又は

損失(△)
3,825 177 △4 3,998 △652 3,345

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、臨床検査および医療機

器等の事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△652百万円は、各事業セグメントに配分していない全社費用

であり、主に持株会社である親会社に係る費用であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

（単位：百万円）

 

 

報告セグメント
その他

（注）
合計

医薬品事業
アニマルヘルス

事業

売上高     

　一時点で移転される財 28,396 3,162 80 31,639

　一定の期間にわたり移転される財 8 － － 8

　顧客との契約から生じる収益 28,404 3,162 80 31,648

　その他の収益 － － － －

　外部顧客への売上高 28,404 3,162 80 31,648

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、臨床検査および医療

機器等の事業を含んでおります。

 

当中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

（単位：百万円）

 

 

報告セグメント
その他

（注）
合計

医薬品事業
アニマルヘルス

事業

売上高     

　一時点で移転される財 28,614 3,640 106 32,361

　一定の期間にわたり移転される財 2 － 6 9

　顧客との契約から生じる収益 28,617 3,640 113 32,371

　その他の収益 － － － －

　外部顧客への売上高 28,617 3,640 113 32,371

（注）　「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、臨床検査および医療

機器等の事業を含んでおります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

１株当たり中間純利益 145円93銭 90円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（百万

円）
4,129 2,560

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間

純利益（百万円）
4,129 2,560

普通株式の期中平均株式数（千株） 28,299 28,334

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．従業員持株ＥＳＯＰ信託口が保有する当社株式を、「１株当たり中間純利益」の算定上、期中平均

株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前中間連結会計期間２千株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2024年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………709百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………25円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2024年11月29日

(注）2024年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2024年11月７日

あすか製薬ホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

  清陽監査法人    

  東京都港区    

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 中市　　俊也  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 槇田　憲一郎  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているあすか製薬ホー

ルディングス株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日か

ら2024年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括

利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、あすか製薬ホールディングス株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間
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連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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